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１．将来人口の展望と将来都市像 

（１）将来人口の展望 

国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」という。）が公表した「日本の市区町村別将来人

口推計」（令和５年12月推計）によると、伊豆市の令和22年の人口は18,265人、対令和２年比では

35.2%減と推計されている。 

それを受けて、伊豆市まち・ひと・しごと創生第２期人口ビジョン（令和２年２月）では、令和22

年の目標人口を22,445人、対平成27年比を28.3%減に設定している。実現に向けて、過疎地域の集落も

含めた地域の活力を維持していくため、伊豆市の豊かな自然環境や歴史・文化的な資源を活かした魅

力的な地域づくりを進め、定住促進と合わせて交流人口や関係人口の創出を図るとしている。 

 

  図 伊豆市の将来人口推計（出典：伊豆市「伊豆市まち・ひと・しごと創生 第 2 期人口ビジョン」令和２年２月、 

                国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来人口推計」令和５年 12 月） 

魅力的な地域づ
くりによる定住
促進と交流人
口・関係人口の

創出 

推計値 国勢調査人口 

Ⅰ 伊豆市の特性と基本的な考え方 



Ⅰ 伊豆市の特性と基本的な考え方 

6 

（２）コンパクトタウン＆ネットワークの将来都市像 

伊豆市では、全市一体的な土地利用の規制・誘導と均衡ある発展を目指すため、平成28年度より

「伊豆市コンパクトタウン＆ネットワーク構想」のもと、都市計画の見直しと４地域の地方創生アク

ションプランを作成し、推進してきた。 

伊豆市都市計画マスタープランでは、修善寺駅・市役所周辺を「都市生活交流拠点」、修善寺温泉

周辺、土肥温泉周辺、湯ヶ島温泉周辺を「温泉観光交流拠点」、土肥支所周辺、天城湯ケ島支所周辺、

中伊豆支所周辺、月ケ瀬IC周辺〜天城小学校周辺を「地域交流中心地」に設定している。 

都市生活交流拠点については、店舗や事務所が立地可能な商業地域等の用途地域を指定し、地域交

流中心地には、3,000㎡以下の店舗や事務所が立地可能な特定用途制限地域「地域生活地区」を指定し

ている。 

また、全市的な中心市街地である都市生活交流拠点と各地域の拠点である地域交流中心地を公共交

通や道路等の様々なネットワークによって繋いでいる。 

 

 

図 伊豆市コンパクトタウン＆ネットワーク構想図 

図 伊豆市コンパクトタウン＆ネットワーク構想のイメージ図 
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図 地域の拠点では公共サービスや生活サ

ービス、学校などの機能を維持するコンパ

クトタウンのイメージ 

図 誰もが住み続けられるため、道路と公共交通

の維持によるネットワークのイメージ 

図 伊豆市の将来都市構造図における拠点の位置付け（出典：伊豆市の新しい都市計画」マスタープラン） 
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２．伊豆市の特性・課題 

（１）地形・土地利用 

市域の大部分は山林で占められており、市域南部には日本百名山の１つである標高1,406ｍの天城山

（天城連山）があるほか、市域西部には標高982ｍの達磨山や標高867ｍの伽藍山が、市域東部には標

高581ｍの巣雲山が存在する。 

また、これらの500ｍ級から1,000ｍ級の山々によって分水嶺が形成されており、市域は分水嶺内側

の狩野川水系上流域を占める内陸部と駿河湾に接する海岸部の２つに大別される。 

  

  

図 地勢図（国土数値情報、国土地理院 HP 日本の主な山岳一覧より作成）  
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市域の大部分が自然的土地利用となっており、全体の約85％が山林となっている。また、地形的な

制約条件から農地の占める割合は低くなっている。 

都市計画においては、用途地域では自然的土地利用が全体の約17％、都市的土地利用が全体の約

83％となっている。特定用途制限地域のうち支所周辺の拠点市街地に指定している地域生活地区にお

いては、自然的土地利用が全体の約26％、都市的土地利用が全体の約74％となっており、用途地域と

比べると都市的土地利用の割合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 土地利用（都市計画基礎調査より作成） 

地形・土地利用まとめ 

平坦地が少なく、コンパクトな市街地（市域の85％が山林、駅周辺や支所周辺に拠点市街地が形成） 
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（２）人口分布 

伊豆市の人口はすべての地域において減少傾向であり、平成29年時点で31,625人、令和５年１月１

日時点では28,872人まで減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大字別では、平成21～30年の10年間で修善寺駅・市役所周辺の都市生活交流拠点の中の小立野と、

鉄道駅周辺の牧之郷のみで増加し、それ以外は減少している。 

 

 

  

地域 人口 

修善寺地域 13,719人 

中伊豆地域 6,633人 

天城湯ケ島地域 5,316人 

土肥地域 3,204人 

伊豆市全体 28,872人 

図 大字別人口の推移（出典：住民基本台帳より作成） 

図 地区別人口の推移（住民基本台帳各年４月 1 日時点データより作成） 

表 令和 5 年 1 月 1 日時点の人口（住民

基本台帳より） 15,037 14,833 14,641 14,525 14,369 14,240 14,040 13,934 13,720 13,526 

4,144 3,999 3,885 3,797 3,680 3,572 3,482 3,343 3,259 3,190 

6,505 6,394 6,222 6,058 5,879 5,762 5,602 5,470 5,401 
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国土交通省国土技術政策総合研究所が配布している、「予測結果簡易描画プログラム※」を用い、

小地域（町丁・字）単位の将来人口・世帯予測結果を確認した。 

伊豆市都市計画マスタープランに位置付けられた拠点の人口分布をみると、平成27年時点で60人以

上居住している100ｍ×100ｍメッシュは修善寺駅周辺にのみ見られ、それ以外の拠点では見られない。

平成37年（令和７年）、平成47年（令和17年）の予測結果では、修善寺駅・市役所周辺及び修善寺温

泉周辺を除く全ての拠点周辺のメッシュが60人未満となっている。平成57年（令和27年）の予測結果

では、修善寺駅・市役所周辺を除く全ての拠点周辺のメッシュが60人未満となっている。土肥・天城

湯ケ島地域では、特に20人未満のメッシュが多くなっており、急速な人口減少が懸念される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 

平成 37 年 

図 小地域（町丁・字）単位の将来人口・世帯予測結果 

【予測結果】平成27年、平成37年

 20未満

 20以上40未満

 40以上60未満

 60以上80未満

 80以上100未満

 100以上

総人口［人］



Ⅰ 伊豆市の特性と基本的な考え方 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Excelワークシートの１セルを100ｍ×100ｍの正方形メッシュに見立て、メッシュごとの予測値に応じてセルを塗

りつぶし、マップ表示を行うもの。 

  
人口分布まとめ 

都市生活交流拠点の一部でのみ増加傾向にあるが、市全体で見ると減少傾向にあり、拠点においても

減少している。 

平成 47 年 

平成 57 年 

図 小地域（町丁・字）単位の将来人口・世帯予測結果 

【予測結果】平成47年、平成57年

 20未満

 20以上40未満

 40以上60未満
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（３）道路・交通 

公共交通については、鉄道（伊豆箱根鉄道駿豆線）が修善寺駅から三島方面へ運行しており、修善

寺駅からは路線バスが土肥・天城湯ケ島・中伊豆地域の各方面に展開されている。また、駿河湾フェ

リーが土肥港と清水港の間で運行している。 

 

  

図 伊豆市の鉄道網、路線バス網の概況（国土数値情報より作成） 

道路・交通まとめ 

伊豆市都市計画マスタープランにおいて位置付けられている拠点においては、修善寺駅から路線バス

で結ばれている。 
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（４）都市機能 

伊豆市都市計画マスタープランでは、都市生活交流拠点、温泉観光交流拠点、地域交流中心地を公

共交通や道路等の様々なネットワークによりつなぐ将来都市構造としている。そのため、都市機能に

ついては、都市生活交流拠点、温泉観光交流拠点、地域交流中心地の用途地域及び特定用途制限地域

「地域生活地区」（以下「拠点地域」という。）における分布状況と、それ以外の地域における分布

状況を確認した。（p7「図 伊豆市の将来都市構造図における拠点の位置付け」参照） 

都市機能の分布状況の確認にあたって、行政施設・子育て関連施設・医療施設・金融施設・教育文

化施設については、主に国土数値情報（国土交通省が土地利用、公共施設などの国土に関する基礎的

な情報をGISデータとして整備したもの）を用いて行なった。国土数値情報には作成年次が古いデータ

もあったため、補足としてゼンリン住宅地図を用いて確認した。また、商業施設については、国土数

値情報のデータが整備されていないため、iタウンページ及びゼンリン住宅地図を用いて確認した。 

徒歩圏については、国土交通省「都市構造の評価に関するハンドブック」を参考に800ｍとした。 
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① 行政施設、郵便局 

＜拠点地域＞ 

行政施設については全ての拠点地域に立地している。拠点地域における立地状況をみると、都市生

活交流拠点及び修善寺温泉周辺拠点は各施設の徒歩圏から外れているところもあるが、土肥・天城湯

ケ島・中伊豆地域の拠点地域は、おおよそ各施設の徒歩圏に含まれている。 

郵便局については、全ての拠点地域に立地している。拠点地域における立地状況をみると、都市生

活交流拠点、修善寺温泉周辺拠点及び中伊豆支所周辺は各施設からの徒歩圏から外れているところも

あるが、土肥・天城湯ケ島の拠点地域は、おおよそ徒歩圏に含まれている。 

＜それ以外の地域＞ 

行政施設は立地していない。郵便局は土肥地域の八木沢及び小下田、天城湯ケ島地域の吉奈、中伊

豆地域の原保に立地している。 

 

 

  

図 公共施設、郵便局の立地（国土数値情報・ゼンリン住宅地図より作成） 

 

都市生活交流拠点 

修善寺温泉周辺拠点 

中伊豆支所周辺 



Ⅰ 伊豆市の特性と基本的な考え方 

16 

② 介護・福祉施設 

＜拠点地域＞ 

介護・福祉施設（地域包括支援センター、介護施設等）については、月ケ瀬IC周辺〜天城小学校周

辺には立地していないが、その他の拠点地域は立地している。拠点地域における立地状況をみると、

都市生活交流拠点及び修善寺温泉周辺拠点は各施設の徒歩圏から外れているところもあるが、土肥支

所周辺、天城湯ケ島支所周辺及び中伊豆支所周辺は各施設の徒歩圏に含まれている。 

＜それ以外の地域＞ 

介護・福祉施設は、修善寺地域の大野及び熊坂、土肥地域の小土肥、天城湯ケ島地域の湯ヶ島並び

に中伊豆地域の上白岩、姫之湯及び冷川に立地している。 

  

図 介護・福祉施設の立地（国土数値情報・ゼンリン住宅地図より作成） 

 

都市生活交流拠点 

修善寺温泉周辺拠点 

中伊豆支所周辺 

月ケ瀬IC周辺〜 

天城小学校周辺 

天城湯ケ島支所周辺 

土肥支所周辺 
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③ 子育て関連施設 

＜拠点地域＞ 

子育て関連施設（認定こども園、保育所、子育て支援センター、放課後児童クラブ等）については、

全ての拠点地域に立地している。拠点地域における立地状況をみると、都市生活交流拠点及び修善寺

温泉周辺拠点は各施設の徒歩圏から外れているところもあるが、その他の拠点地域は、各施設の徒歩

圏に含まれている。 

＜それ以外の地域＞ 

子育て関連施設は、天城湯ケ島地域の月ケ瀬及び中伊豆地域の原保に立地している。 

  

図 子育て関連施設の立地（国土数値情報・ゼンリン住宅地図より作成） 

 

都市生活交流拠点 

修善寺温泉周辺拠点 
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④ 商業施設 

＜拠点地域＞ 

商業施設（スーパーマーケット、ドラッグストア）については、修善寺温泉周辺拠点及び天城湯ケ

島支所周辺には立地していないが、その他の拠点地域は立地しており、いずれもおおよそ各施設の徒

歩圏内に含まれている。 

＜それ以外の地域＞ 

商業施設（スーパーマーケット、ドラッグストア）は立地していない。 

 

  

図 商業施設の立地（i タウンページ・ゼンリン住宅地図より作成） 

 

修善寺温泉周辺拠点 

天城湯ケ島支所周辺 
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⑤ 医療施設 

＜拠点地域＞ 

入院を要する救急医療を担う第二次救急医療機関については、都市生活交流拠点に伊豆赤十字病院

が立地している。それ以外の医療施設は、全ての拠点地域に立地はしているものの、集積の度合いに

は差が見られる。拠点地域における立地状況をみると、月ケ瀬IC周辺〜天城小学校周辺は医療施設の

徒歩圏に含まれていないが、その他の拠点地域はおおよそ医療施設の徒歩圏に含まれている。 

＜それ以外の地域＞ 

第二次救急医療機関については、中伊豆地域に地域医療の拠点として中伊豆温泉病院が立地してい

る。その他の医療施設は、修善寺地域の大野、土肥地域の小土肥、八木沢及び小下田、天城湯ケ島地

域の湯ヶ島及び中伊豆地域の冷川に立地している（特別養護老人ホーム内の診療所４施設を含む）。 

  

図 医療施設の立地（国土数値情報・ゼンリン住宅地図より作成） 

 

都市生活交流拠点 

月ケ瀬IC周辺〜 

天城小学校周辺 



Ⅰ 伊豆市の特性と基本的な考え方 

20 

⑥ 金融施設 

＜拠点地域＞ 

金融施設については全ての拠点地域に立地している。拠点地域における立地状況をみると、都市生

活交流拠点及び修善寺温泉周辺拠点は各施設の徒歩圏から外れているところもあるが、その他の拠点

地域はおおよそ各施設の徒歩圏に含まれている。 

＜それ以外の地域＞ 

金融施設は立地していない。 

 

 

  

図 金融施設の立地（国土数値情報・ゼンリン住宅地図より作成） 

 

都市生活交流拠点 

修善寺温泉周辺拠点 



Ⅰ 伊豆市の特性と基本的な考え方 

21 

⑦ 教育文化施設 

＜拠点地域＞ 

学校については、天城湯ケ島支所周辺は立地していないが、その他の拠点地域は小・中学校のいず

れかが立地している。拠点地域における立地状況をみると、修善寺温泉周辺拠点は小学校の徒歩圏か

ら外れているところもあるが、その他の拠点地域はおおよそ小・中学校いずれかの徒歩圏に含まれて

いる。中学校は令和７年４月に修善寺中学校、中伊豆中学校及び天城中学校が合併し、新たに伊豆中

学校が都市生活交流拠点の日向地区に開校予定となっている。高校は都市生活交流拠点に伊豆総合高

校、土肥支所周辺に伊豆総合高校土肥分校が立地している。 

＜それ以外の地域＞ 

教育文化施設は立地していない。 

  

図 学校の立地（国土数値情報・ゼンリン住宅地図より作成） 

 都市機能まとめ 

伊豆市都市計画マスタープランに位置付けられている拠点地域は、都市機能がおおよそ立地している

が、修善寺温泉周辺拠点、天城湯ケ島支所周辺、月ケ瀬IC周辺〜天城小学校周辺は一部の都市機能が

立地していない。 

 

天城湯ケ島支所周辺 

都市生活交流拠点 

修善寺温泉周辺拠点 
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（５）災害リスク 

① 洪水浸水 

平成28年に狩野川（国管理区間・県管理区間）、修善寺川（県管理）、大見川（県管理）、山川

（県管理）において洪水想定浸水区域が指定、公表されている。 

 

図 県管理区間 狩野川洪水浸水想定区域（計画規模）（出典：静岡県公表資料） 

 

 

図 国管理区間 狩野川洪水浸水想定区域（計画規模）（出典：国土交通省公表資料） 
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  図 県管理区間 修善寺川洪水浸水想定区域（計画規模）（出典：静岡県公表資料） 

 

図 県管理区間 山川洪水浸水想定区域（計画規模）（出典：静岡県公表資料） 

 

 

図 県管理区間 大見川洪水浸水想定区域（計画規模）（出典：静岡県公表資料） 

 

市町境界 
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また、令和４年に狩野川（国管理区間）において、水害リスクマップ及び多段階浸水想定図が作成

されている。 

 

 

図 狩野川（国管理区間）水害リスクマップ 現況河道 浸水深 50cm 以上（出典：国土交通省公表資料） 
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図 狩野川（国管理区間）多段階浸水想定図 現況河道 （出典：国土交通省公表資料） 
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② 土砂災害 

山々に囲まれた伊豆市では、土砂災害警戒区域が1,180箇所（うち土砂災害特別警戒区域938箇所）

指定（静岡県ホームページ、令和５年３月31日時点）されている。拠点周辺においても、土砂災害警

戒区域及び土砂災害特別警戒区域が存在している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域の分布状況（令和 3 年度国土数値情報より作成） 
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③ 津波浸水 

伊豆市では、津波災害特別警戒区域「海のまち安全創出エリア」（オレンジゾーン）が土肥地域の

土肥地区、小土肥地区、八木沢地区の市街地に指定されており、その大半が浸水深３ｍ以上となって

いる。 

 

 

  

図 津波災害（特別）警戒区域の指定状況（出典：伊豆市津波ハザードマップ） 
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④ 高潮 

伊豆市では、高潮浸水想定区域が土肥地域の土肥地区、小土肥地区、八木沢地区の市街地に指

定されている。 

 

  

災害リスクまとめ 

伊豆市都市計画マスタープランにおいて位置付けられている拠点周辺においては、洪水、土砂災害の

ハザードエリアが存在している。なお、土肥地域では津波と高潮のハザードエリアも存在している。 

図 高潮浸水想定区域（出典：静岡県公表資料） 
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（６）観光 

伊豆市は、狩野川の源流域である天城山系とその清流、世界農業遺産に認定された「静岡水わさび

の伝統栽培」、浄蓮の滝・萬城の滝・旭滝、ジオサイトなど豊かな自然資源が観光スポットとなって

いる。また、伊豆半島の代表的な温泉地であるとともに、歴史・文化においては、少年時代を湯ヶ島

で過ごした井上靖のほか、川端康成などの多くの文豪による文学作品の舞台としても広く知られてい

る。平安時代に弘法大師によって発見されたと伝えられている修善寺温泉や、文豪とのゆかりが深い

湯ヶ島温泉、夏季は海水浴客で賑わう土肥温泉などが存在する。これらの温泉地には、往時の面影を

残す温泉宿が存在し、多くの観光客が訪れている。 

伊豆市の観光交流客数は、平成25年まで減少傾向にあったが、平成26年から増加傾向に転じ、その

後平成30年まで横ばいとなっていた。その後、新型コロナウイルス感染症流行の影響を受け、令和２

年には平成30年の６割程度まで減少したが、令和４年には元の水準に戻りつつある。 
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図 観光交流客数の推移（出典：静岡県の観光交流動向） 

 

図 伊豆市の観光地の来訪者数 

（出典：伊豆市生活交通ネットワーク形成計画 伊豆市地域公共交通計画） 
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（７）拠点ごとの特性・課題 

伊豆市都市計画マスタープランに位置づけられている都市生活交流拠点、温泉観光交流拠点、地域

交流中心地について、その特性及びまちづくりの課題を整理する。 

 

伊豆市都市マ

スタープラン

の拠点 

修善寺地域 土肥地域 

修善寺駅・市役所周辺 修善寺温泉周辺 
土肥支所周辺、 
土肥温泉周辺 

現況 

人口 
・牧之郷地区、小立野地区など利便性の高い地区では

人口が増加傾向 
・人口、世帯ともに減少 
・高齢化が急速に進行 

土地
利用 

・修善寺駅周辺の商業地で
空き店舗、空き地が増加 

・空洞化が進行 
・日常生活を支える商業機

能は狩野川左岸にも立地 
・利便性の高い牧之郷地区

では開発動向がみられる 

・温泉街を中心とした
商業地 

・エリア西側に住宅地
が存在するが、空き
家や空き地が増加 

・温泉街を中心とした商業
地 

・空き家、空き地が増加 
・住宅地内に介在する農地

は少ない 

公共
交通 

・鉄道駅は修善寺駅と牧之
郷駅が立地 

・修善寺駅は市内各地域へ
のバス交通の拠点 

・新中学校の開校に併せた
バス路線の見直し 

・バス路線は修善寺駅
から修善寺温泉まで
定期的に運行し、観
光客も利用 

 

・バス路線は修善寺駅〜堂
ヶ島・松崎方面への西海
岸線が運行 

・土肥港から清水港行きの
駿河湾フェリーが運航 

都市
機能 

・日向地区に新中学校が立
地予定 

・医療、交流、福祉等の施
設は市役所本庁周辺に立
地 

・スーパー、医院等の
日常生活に必要な機
能は少ない 

・文化施設の修善寺総
合会館が老朽化 

・コンパクトな市街地に都
市機能が比較的集中 

・医療施設は少ない 

都市
基盤 

・修善寺地域の国道136号・
（主）伊東修善寺線を中
心に、通勤時等の混雑が
発生 

・日向地区に防災公園が立
地予定 

・（主）修善寺戸田線
が温泉街を通ってお
り、観光客が安全に
歩行できる空間が不
足 

・幹線道路以外の道路
基盤が脆弱 

・避難路、観光及び日常生
活の中で回遊できる道路
が不足 

・避難地となる公園、広場
が不足 

災害 

・狩野川沿いに浸水想定区
域が存在（狩野川浸水想
定区域（計画規模）のう
ち浸水深0.5ｍ以上の区域
は伊豆市水害に備えた土
地利用条例対象区域） 

・修善寺川沿いに浸水
想定区域が存在 

・周囲を取り囲むよう
に土砂災害警戒区域
が存在 

・津波災害特別警戒区域
「海のまち安全創出エリ
ア」と高潮浸水想定区域
が存在、観光防災まちづ
くりを推進 

・大藪地区は木造住宅が密
集し、道路も狭く、災害
時の危険性が高い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鉄道バスの玄関口・中
継点の修善寺駅周辺の
交通環境の改善、渋滞
対策 

・玄関口である修善寺駅
周辺で商業機能が不足 

・鉄道沿線や新中学校周
辺など利便性の高いエ
リアへの居住誘導 

・津波災害特別警戒区域
「海のまち安全創出エ
リア」（オレンジゾー
ン）外の宅地創出と木
造密集市街地からのゆ
るやかな住み替え誘導 

・木造密集市街地の空き
家対策 

・安全に通学・避難・回
遊ができる道が不足 

・津波被害を想定した事
前復興まちづくりの検
討 

まちづくり
の検討課題 

・文化施設の維持
及び新規創出 

・バス停周辺の交
通結節点機能の
強化 
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伊豆市都市マ

スタープラン

の拠点 

天城湯ケ島地域 中伊豆地域 

天城湯ケ島支所周辺
湯ヶ島温泉周辺 

月ケ瀬IC周辺〜 
天城小学校周辺 

中伊豆支所周辺 

現況 

人口 ・人口、世帯ともに減少 
・人口、世帯ともに減少している

が、他地域からの移住者も若干
みられる 

土地
利用 

・温泉街を中心とし
た商業地 

・旅館の老朽化や廃
業に伴う廃屋が発
生 

・住宅地としての利用が
中心 

・国道136号沿いに都市
機能が立地 

・比較的まとまった規模
の住宅地内に介在する
農地が複数存在 

・（主）伊東修善寺線沿いに都市
機能が立地、背後に住宅地が広
がる 

・比較的まとまった規模の住宅地
内に介在する農地が複数存在 

公共
交通 

・バス路線は修善寺駅〜湯ヶ島温泉、河津方面
が運行 

・バス路線は修善寺駅〜八幡、伊
東方面が運行 

都市
機能 

・旧湯ヶ島小学校、
旧湯ヶ島幼稚園に
行政、交流等の機
能が立地 

・買回り品を販売す
る店舗、医療機能
は少ない 

・青羽根地区に天城小学
校、狩野ドーム等の公
共施設が立地 

・買い回り品を販売する
店舗はいくつか立地 

・月ケ瀬地域に医療施設
あり 

・中伊豆支所周辺に行政施設が立
地 

・日用品を販売する店舗はいくつ
か立地 

・下白岩地区に新たな中伊豆温泉
病院が開院 

・中伊豆中学校跡地に中伊豆小学
校が移転予定 

都市
基盤 

 

・伊豆縦貫自動車道の月
ケ瀬ICが供用開始、三
島方面〜土肥方面の交
通の要所 

・（主）伊東修善寺線の通行量が
多く、改良が必要 

・狭あいで歩道のない生活道路が
多い 

災害 

・一部に土砂災害警
戒区域が存在 

・狩野川沿いに浸水
想定区域が存在 

・天城小学校〜狩野ドー
ム周辺を中心に土砂災
害警戒区域が存在 

・狩野川沿いに浸水想定
区域が存在 

・一部に土砂災害警戒区域が存在 
・大見川沿いに浸水想定区域が存

在 

 

 

  
・文学の郷づく

りの継続的な
推進 

・周辺集落と支
所周辺をつな
ぐフィーダー
交通の結節点
の設置 

・月ケ瀬 IC や天城小
学校周辺など利便
性の高いエリアへ
の居住誘導 

・被災後に応急仮設
住宅・店舗などの
受入場所としての
公園・広場整備 

・国道沿道や地域内
の歩行者環境向上 

まちづくり
の検討課題 

・（主）伊東修善寺線周辺の
公有地を活用した地域振興 

・営農継続意向のない農地の
活用 

・（主）伊東修善寺線沿道や
地域内の歩行者環境向上 

・周辺集落と支所周辺をつな
ぐフィーダー交通の結節点
の設置 
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３. 立地適正化の基本方針 

（１）目標と目指す都市構造 

＜目標＞ 

本計画では、伊豆市人口ビジョンに掲げる目標人口（令和22年時に定住人口22,445人）の維持を目

標とする。豊かな自然環境や歴史・文化的な資源を活かした魅力的な地域づくりを進めることで、定

住人口と交流人口・関係人口による地域の活力の維持を目指す。 

 

＜都市構造＞ 

伊豆市都市計画マスタープランでは、コンパクトタウン＆ネットワーク構想の実現に向けて、下記

のような将来都市構造を設定しており、本計画でも同じく目指す都市構造として設定する。 

 

  

図 目指す都市の骨格構造（出典：「伊豆市の新しい都市計画」マスタープラン） 
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（２）全市の誘導方針 

立地適正化の目標及び目指す都市の骨格構造を踏まえ、以下の誘導方針を掲げる。 

 

●伊豆市都市計画マスタープランに位置付けられている拠点への居住誘導と都市機能の集約 

将来都市像に位置付けられている都市生活交流拠点、温泉観光交流拠点、地域交流中心地は、周辺

地域と比較して人口及び都市機能が一定数集積していることから、立地適正化計画においても誘導区

域に位置付けることで居住の誘導と都市機能の集約を図る。なお、鉄道駅がある牧之郷地区も、修善

寺駅周辺と一体的な拠点とする。 

 

●拠点としてのポテンシャルを有するエリアへの将来的な居住誘導、都市機能誘導 

伊豆市都市計画マスタープランの将来都市像において拠点として位置付けられていないが、リーデ

ィングプロジェクトの位置づけがあり、特にまちづくりの動向があるエリアは、今後の市街地整備や

災害リスク軽減策の進捗に応じて、将来的に誘導区域の設定を目指す。 

また、将来都市像で拠点として位置付けられているが、災害リスクが高い、自然環境の保全が必要

などの理由により居住誘導できないエリアは、関連施策と連携して現にある都市機能の維持や商業や

観光業の振興により活力の維持・向上を図る独自区域を設定する。 

 

●拠点間〜拠点内の移動を支える交通ネットワークの強化 

公共交通の玄関口である修善寺駅から各拠点へアクセスする路線バスの利便性を維持向上するとと

もに、各拠点から周辺集落へアクセスする公共交通（乗合タクシー等）の利便性向上及び各拠点の交

通結節点機能（待合空間等）の強化に取り組むことで拠点間のネットワーク構築を図る。 

また、各拠点内において歩行者空間や自転車空間の維持向上に取り組み、都市機能間のネットワー

ク構築を図る。 
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図 立地適正化計画における拠点の設定 

津波災害特別警戒区域 

「海のまち安全創出エリア」

（オレンジゾーン） 

（独自区域） 
医療・健康サービス拠点エリア 

（独自区域） 
新インターチェンジ活用エリア 

（独自区域） 
商工業振興区域 

拠点(1) 
修善寺駅周辺・牧之郷地区 

拠点(6) 
中伊豆支所周辺 

リーディングプロジェクト 

下白岩エリア（医療・健康とサービス

の拠点）、病院開設地 

リーディングプロジェクト 

湯ヶ島エリア（観光と定住の拠点） 

伊豆縦貫自動車道IC整備予定 

狩野川の洪水浸水想定 

拠点(5)  
月ケ瀬IC周辺～
天城小学校周辺 

拠点(2) 
修善寺温泉周辺 

拠点(3) 
土肥支所周辺 

湯ヶ島温泉 

（自然公園特別地域） 

拠点(4) 
天城湯ケ島支所周辺 

（独自区域） 
既成市街地維持区域 

（独自区域） 
観光・定住拠点区域 


